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昭和56年度予算

復活折衝にむけ

全
難
連
と
統
一
行
動

万
福
祉
切
り
捨
て
許
す
な
”

　

政
府
は
、
昨
年
末
の
二
十
九
日
に

臨
時
閣
議
を
開
き
、
昭
和
丘
上
〈
年

度
予
算
の
欣
吋
案
を
決
定
じ
ま
し
た

が
、
こ
れ
に
先
立
つ
ニ
ト
二
日
、
大

蔵
省
は
各
省
庁
に
対
し
、
五
十
六
経

密
予
算
を
内
小
し
ま
し
た
。

　

令
恵
連
で
は
、
こ
の
予
算
内
示
後

の
二
十
三
日
、
例
年
の
よ
う
に
全
国

！
’
で
挨
拶
す
る
畏
代
表
幹
事
（
り
ぼ
翁
甘
Ｔ
厚
生
省
ロ
ビ
ー
で
）

難
病
団
体
連
絡
協
議
会
（
全
難
連
）

斤
復
活
折
衝
を
め
ぎ
于
統
一
行
動
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
統
一
行
動
に
は

両
団
体
に
加
叩
丁
る
令
腎
協
や
全
思

連
加
盟
の
日
患
、
心
臓
病
斤
直
会
、

企
交
災
、
全
吋
協
、
企
難
連
加
個
の

ベ
ー
チ
；
ト
、
筋
無
力
症
１
　
炎
、

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
、
膠
原
・
梢
、
あ
せ
び
。

余
な
ど
の
代
衣
、
さ
ら
に
は
今
回
は
・

じ
め
て
地
域
か
ら
参
加
し
た
北
海
道

難
病
連
、
神
余
川
県
難
波
の
代
表
ら

お
よ
そ
白
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
に
は
厚
生
省
ロ
ビ
ー
で
集

会
を
開
き
。
長
（
全
思
迪
）
、
佐
藤

　

（
令
籤
連
）
、
伊
藤
（
北
海
道
）
、

榎
本
（
神
八
州
）
各
氏
が
そ
れ
ぞ
れ

の
団
体
を
代
衣
し
て
決
意
表
明
を
行

い
ま
し
た
。

　

集
会
後
は
代
衣
が
三
班
に
別
れ
、

園
出
回
軍
夫
臣
、
八
木
事
務
次
寫

大
谷
公
衆
衛
生
励
長
ら
に
要
請
し
ま

し
た
。
ま
た
午
後
か
ら
は
大
蔵
省
に

出
向
き
、
主
計
い
阪
本
ｋ
直
、
渡
辺

大
蔵
大
臣
に
福
祉
を
泌
退
さ
せ
る

な
｀
と
要
請
し
ま
し
た
。
（
関
池
記

事
５
・
４
・
５
面
）
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［
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日
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島
芙
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６
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「
予
算
編
成
」
の
し
く
み

　

国
の
予
算
は
財
政
俵
実
訂
法
で
拘
束
さ
れ
ま
す
。
予
算
案
の
作

収
は
財
政
法
弓
二
条
に
も
と
づ
い
て
。
大
蔵
人
臣
が
行
い
ま
す
。

予
算
の
内
容
は
財
政
砥
巴
六
条
で
、
予
算
総
則
、
歳
入
歳
出
予
算
、

～
継
続
芦
繰
越
明
許
費
及
び
国
庫
債
務
負
担
行
為
と
す
る
と
明
記
さ
Ｉ
’

。
・
・
¨
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
歳
入
歳
出
は
、
す
べ
て
、
こ
れ
を
予
算
に
編
入
ハ

　
1
1
　
　
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
函
政
臨
？
四
条
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

|ﾄ｡｡｡｡,･･¨゛･･,||･･｡
:I゛II丿

ポ
ー
費
に
っ
い
て
後
年
麿
仏
い
と
い
わ
れ
て
い
る
の
は
財
政
法
第
ニ
ー
．

六
条
で
明
記
し
て
い
る
国
庫
價
務
負
担
行
為
に
属
す
る
も
の
で
す
．

な
お
昭
和
．
凡
七
〈
狸
９
ヤ
算
i
§
府
案
も
、
国
会
で
議
決
さ
れ
ま
す
と
｝

．
几
ト
六
祐
座
国
の
予
算
と
い
わ
れ
ま
す
．

　
　
　
　
　
　

一

ひ
と
く
ち
辞
典

'･-』|
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一
月
二
十
五
日
に
発
表
さ
れ
た
総
画
時
の
調
査
結

果
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
今
年
が
国
際
障
害
者

年
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
は
ま
だ
二
＝
房
」

と
い
う
一
般
の
認
識
で
す
。
本
当
に
私
た
ち
目
身
の

自
党
の
向
上
と
運
動
が
急
務
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

わ
が
国
の
障
害
者
福
祉
の

　
　

現
状
及
び
問
題
点
に
つ
い
て

　

わ
が
国
で
障
害
者
福
祉
が
一
般
の

障
害
者
を
対
象
と
し
た
施
策
こ
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の

は
、
一
九
四
八
年
の
身
体
障
害
者
福

祉
法
制
定
以
後
の
こ
こ
で
あ
る
。
そ

れ
ま
で
は
傷
痍
軍
人
を
例
外
と
し

て
、
一
般
の
障
害
署
ほ
救
貧
施
策
の

対
象
で
し
か
な
か
っ
た
。
身
体
障
害

者
福
祉
法
制
定
以
後
、
障
害
者
は
福

祉
施
策
の
対
象
と
な
り
、
こ
の
法
を

よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
障
害
者
福
祉
施

笛
が
す
す
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
身
体
障
害
者
福

祉
法
は
、
発
足
当
初
か
ら
お
よ
そ
次

の
三
点
に
し
め
す
よ
う
な
問
題
点
を

も
っ
て
い
た
。

　

①
法
の
対
象
と
な
る
障
害
者
の

種
類
が
視
覚
、
聴
覚
、
肢
体
不
自
由

に
限
ら
れ
、
対
象
外
と
な
る
障
蜜
暑

が
多
か
っ
た
。
障
害
の
限
定
は
福
祉

施
策
の
対
象
を
限
定
し
せ
ば
め
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

②
障
害
者
福
祉
施
策
こ
し
て
基

そ
ん
な
こ
と
も
あ
り
「
か
ん
じ
ゃ
と
医
療
」
で
は
、

今
号
か
ら
五
回
に
わ
た
っ
て
、
児
島
美
都
子
先
生
に

ｔ
Ｍ
の
事
情
な
ど
を
織
り
ま
ぜ
た
。
日
本
の
障
害
者

福
祉
と
国
際
障
害
者
年
の
｀
屁
７
に
つ
い
て
寄
稿
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

吸
器
、
心
臓
、
腎
臓
な
ど
の
内
部
障

　
　
　
　
　
　
　

害
者
が
法
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
ら

底
的
な
生
活
保
障
、
雇
用
保
障
が
取

り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
精
神

蔵
鸚
者
に
つ
い
て
は
精
神
鷹
哨
者
福

祉
盾
ぞ
き
、
別
だ
て
の
法
律
で
と

り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
い

障
害
者
福
祉
『

　

③
福
祉
施
策
を
も
っ
と
も
必
要

と
す
る
重
度
障
害
者
に
対
す
る
施
策

が
取
り
上
ソ
り
れ
な
か
っ
た
。

　

以
上
の
問
題
点
は
同
時
に
そ
れ
以

後
の
障
害
者
福
祉
運
動
の
課
題
と
な

っ
た
。
そ
こ
で
次
に
現
在
ま
で
の
到

達
点
を
問
題
別
に
見
る
こ
と
と
し
よ

う
。

　

一
、
‘
・
一
対
象
に
つ
い
て

　

一
九
六
七
年
及
ぴ
七
二
年
に
法
の

一
部
改
正
が
あ
り
、
障
害
範
囲
が
拡

大
し
た
。
こ
の
結
果
、
現
在
で
は
呼

と

　

生
活
保
障
に
つ
い
て
は
、
一
九
五

九
年
に
国
民
年
金
法
が
制
定
さ
れ
、

同
年
、
障
害
福
祉
年
金
（
国
民
年
金

法
に
よ
る
無
拠
出
年
金
）
の
支
給
も

始
ま
っ
た
。
そ
こ
で
従
来
年
金
制
度

か
ら
と
り
の
こ
さ
れ
て
い
た
障
害
者

も
年
金
受
給
者
と
な
っ
た
。
現
在
年

金
受
給
障
害
若
の
六
〇
％
が
国
民
年

金
受
給
者
（
昭
和
五
五
年
厚
生
省
調

査
に
よ
る
）
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち

四
分
の
三
は
障
害
福
祉
年
金
の
受
給

者
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
し

日
本
福
祉
大
学
教
授

　

児

ホ
残
っ
て
い
る
最
大
の
グ
ル
ー
プ
は

精
神
障
貫
百
で
あ
る
。
ま
た
、
症
状

の
固
定
し
な
い
慢
性
思
者
や
、
不
治

永
患
の
思
者
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
か
こ

幻
残
さ
れ
て
い
る
。
な
お
一
九
七
〇

年
に
新
ら
し
く
制
定
さ
れ
た
心
身
障

害
器
対
策
基
本
法
は
身
体
障
実
者
福

祉
法
よ
り
そ
の
対
象
を
広
く
と
っ
て

い
る
が
、
理
會
法
で
あ
る
た
め
、
実

際
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
よ
吋
ど
こ
ろ

と
は
な
っ
て
い
な
い
。

　

二
、
生
活
・
雇
用
保
障
に
つ
い
て

制
定
さ
れ
、
法
定
雇
用
率
丁
五
％

Ａ
・
九
％
旁
足
め
、
障
害
者
の
企

業
へ
の
雇
用
を
促
進
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
し
か
し
雇
用
率
が
低
い
こ
と

や
罰
則
が
な
い
こ
と
か
ら
、
法
定
雇

用
率
が
守
ら
れ
な
い
と
い
う
問
題
点

を
も
っ
て
き
た
。
障
害
者
団
体
の
つ

よ
い
運
動
に
よ
っ
て
一
九
七
六
年
に

法
の
一
部
改
正
が
あ
り
、
法
定
層
用

率
が
○
・
ニ
％
づ
つ
引
き
上
げ
ら

れ
、
納
付
金
制
度
（
法
定
雇
用
率
末

達
成
人
員
一
人
に
つ
き
月
三
万
円
の

島

　

美
都
子

か
し
、
障
害
者
福
祉
年
金
は
一
級
三

万
二
八
〇
〇
円
、
二
級
、
二
万
二
五

〇
〇
円
と
い
う
低
額
で
、
「
食
べ
ら

れ
る
年
金
」
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
生
活
保
護
法
に
た
よ
る
障
害

者
が
、
全
受
給
者
の
四
・
九
六
％
と

多
く
、
一
般
の
保
護
率
（
丁
二
三

％
）
の
約
四
倍
を
し
め
し
て
い
る
。

と
く
に
高
い
の
は
視
党
障
害
茜
（
八

・
五
九
％
）
で
あ
る
。

　

雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
一
九
六

〇
年
に
身
体
障
貫
晋
一
用
促
進
法
が

反
則
金
を
納
め
る
制
度
）
が
設
け
ら

れ
た
が
、
い
ぜ
ん
と
し
て
法
定
雇
用

率
禾
達
成
の
事
業
所
が
多
く
、
（
と

く
に
大
企
業
）
納
付
金
が
予
想
を
上

ま
わ
っ
て
あ
っ
ま
り
す
ぎ
る
と
い
う

結
果
豪
王
ん
で
ぃ
る
。

　

三
、
重
度
障
冨
者
対
策
に
つ
い
て

　

身
体
障
喜
狸
法
に
を
づ
く

更
生
援
護
施
設
は
当
初
重
ぼ
障
害
甚

岑
薩
外
し
て
い
た
。
そ
の
後
重
度
障

害
者
更
生
榜
護
施
設
の
創
設
（
一
九

六
三
年
）
、
重
度
身
体
障
害
者
授
産

施
設
の
創
設
（
一
九
六
四
年
）
、
身

体
障
害
者
療
護
施
設
の
創
設
（
一
九

七
二
年
）
、
と
い
う
形
で
重
度
障
害

者
を
対
象
と
す
る
施
設
が
取
り
上
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
家

庭
奉
仕
員
派
遣
制
度
（
一
九
六
七

年
）
、
重
度
障
害
看
に
対
す
る
日
常

生
活
用
具
の
支
給
、
在
宅
重
度
障
害

者
訪
問
診
査
事
業
の
開
始
（
一
九
七

一
年
）
、
介
護
人
制
席
の
創
設
二

九
七
三
年
）
、
福
祉
手
当
制
度
の
創

設
（
一
九
七
五
年
）
、
緊
急
保
護
事

業
の
実
施
（
一
九
七
八
年
）
等
の
形

で
在
宅
の
重
度
障
｀
暑
の
た
め
の
施

策
も
取
り
上
ソ
ヴ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
た
福
祉
モ
デ
ル
都
市
、
福
祉

バ
ス
（
リ
フ
ト
付
）
の
創
設
、
障
害

者
福
祉
都
市
推
進
事
業
等
の
形
で
、

ま
ち
づ
く
り
や
移
送
手
段
が
取
旨
王

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
さ
い

近
の
傾
向
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
中
味
は
予
算
の
裏
づ
け
の
乏

し
さ
な
ど
か
ら
き
わ
め
て
不
十
分
で

あ
る
。

　

で
は
、
今
後
の
課
題
と
も
な
る
こ

れ
ら
の
問
題
点
が
、
諸
外
国
で
は
ど

の
よ
う
に
取
り
上
ソ
り
れ
、
と
り
く

ま
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
（
次
回

よ
り
諸
外
国
に
お
け
る
障
害
者
福

祉
）
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昭和56年度予算政府案

その特徴と問題点

　

第
九
十
四
通
常
国
会
が
一
月
。
一
十
六
日
に
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
国
会
の

最
大
の
課
題
は
、
五
十
六
年
度
予
算
政
付
案
に
お
か
れ
ま
す
。
と
う
ぜ
ん

の
こ
と
な
が
ら
こ
れ
に
閣
涯
し
て
Ｉ
軍
事
費
の
増
額
≒
大
幅
増
税
・
公
共

料
金
の
値
上
げ
」
「
福
祉
・
文
教
」
。
物
価
」
「
憲
法
」
な
ど
が
焦
点
と

な
る
こ
と
は
さ
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
同
時
に
予
算
案
と
表
裏
一
体
を
成
す

各
種
の
法
律
改
正
案
や
、
新
規
の
法
案
が
審
議
さ
れ
る
こ
と
艮
劈
圭
つ

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
患
者
の
医
療
と
福
祉
に
重
要
な
関
連
を
も
つ
五
十

六
年
密
予
算
政
府
案
（
以
下
予
算
案
）
に
つ
い
て
、
そ
の
特
澪
と
問
題
点

に
ふ
れ
て
み
ま
す
。

　
　

「
和
の
政
治
」

　

と
予
算
案
大
綱

　
　

「
忘
却
と
は
忘
れ
去
る
こ
と
で
あ

る
」
と
い
う
歌
詩
が
、
流
行
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
一
月
二
土
八
日
に

行
な
わ
れ
た
首
相
の
施
政
方
針
演
説

と
昨
年
十
月
に
行
な
わ
れ
た
臨
時
国

会
で
の
鈴
木
首
相
の
所
信
表
明
や
年

頭
の
記
者
会
見
と
対
比
し
た
と
き

　

「
忘
却
」
し
て
も
よ
い
も
の
も
あ
る

が
、
忘
却
し
て
な
ら
な
い
も
の
が
政

旋
理
で
あ
る
の
が
常
識
で
す
。

　

昨
年
卜
月
鈴
木
首
相
は
所
信
表
明

の
演
説
の
な
か
で
、
「
和
の
政
治
」

　

「
思
い
や
り
の
あ
る
政
治
」
奮
魏
き

ま
し
た
。
こ
れ
が
こ
ん
ご
｝
年
の
み

な
ら
ず
、
八
〇
年
代
の
政
治
の
進
路

に
深
く
関
連
を
も
つ
五
十
六
年
度
予

算
案
に
ど
う
反
映
さ
れ
る
か
、
国
民

は
注
視
し
、
全
患
連
は
寒
風
を
つ
い

て
予
算
編
成
に
む
け
て
厚
生
省
、
大

蔵
省
に
要
請
し
て
き
ま
し
た
。

　

五
十
六
年
度
予
算
案
は
ど
う
で
し

Ｊ
フ
か
。
こ
の
予
算
案
を
作
る
と
き

に
ど
う
い
う
姿
勢
で
の
ぞ
ん
だ
の

か
、
そ
れ
を
確
め
て
お
／
必
要
が
あ

り
ま
す
。
予
算
案
作
成
大
綱
で
は
①

国
債
依
存
率
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に

国
債
を
二
兆
円
減
す
②
財
政
再
建
几

年
と
す
る
③
大
型
増
税
を
さ
け
る
④

社
ふ
福
祉
、
文
教
曹
を
み
な
お
し
す

忌
訪
衛
費
を
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
心
以
内

と
す
る
ト
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き

ま
し
た
。

　

昨
年
十
二
月
二
十
九
日
の
閣
議
で

き
め
た
五
十
六
年
度
予
算
政
府
案

は
、
一
般
ふ
涯
四
六
兆
七
八
八
〇
億

円
（
前
年
対
比
九
一
九
％
増
）
、
財

政
投
融
資
一
九
兆
六
三
〇
億
円
（
同

四
・
九
％
増
）
で
こ
れ
を
あ
わ
せ
る

と
六
五
兆
八
五
一
り
漣
円
で
す
。

要
求
押
え
込
む

厚
生
省
の
姿
勢

分
饗
【
】
め
る
と
い
わ
れ
て
い
Å
厚
生

泰
ア
算
案
ほ
、
八
兆
七
六
四
二
億
円

で
昨
年
八
月
末
に
行
な
っ
た
概
算
要

求
額
八
兆
九
五
〇
八
億
円
に
た
い
し

て
、
そ
の
達
成
率
は
九
七
・
九
一
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
達
成
率
だ

け
を
み
ま
す
と
、
一
般
に
は
き
び
し

い
財
政
状
Ｓ
の
な
か
で
「
良
く
や
っ

た
」
と
い
ろ
印
象
を
与
え
ま
す
。
政

府
予
算
の
一
般
会
計
に
占
め
る
厚
生

省
予
算
案
は
一
八
・
七
三
％
と
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
を
み
る
と
臨
時
国
会

で
の
所
信
表
明
が
反
映
さ
れ
た
の
で

は
な
い
か
、
と
う
け
と
め
ら
れ
そ
う

で
す
。

　

し
か
し
予
算
案
の
編
成
に
あ
た
っ

て
、
従
来
に
み
ら
れ
な
か
っ
た
き
び

し
い
揃
置
が
と
ら
れ
た
こ
と
を
見
逃

す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
政
府
は

各
省
庁
に
た
い
し
て
ｏ
行
政
費
の
削

減
＠
新
規
政
策
を
要
求
す
る
場
合
は

既
定
社
費
の
削
減
＠
全
体
の
枠
を
前

年
対
比
で
伸
率
を
Ｉ
〇
％
以
内
と
す

る
Ｉ
こ
の
方
針
に
た
い
し
て
厚
生
省

は
ど
う
い
う
姿
勢
で
作
業
を
す
す
め

た
で
し
ょ
う
か
。
今
ま
で
は
省
内
各

課
で
ま
と
め
た
要
求
額
を
局
議
で
き

め
た
あ
と
、
会
計
課
長
に
提
示
し
そ

れ
を
ふ
詳
課
長
が
裁
定
（
次
官
・
官

房
長
、
総
務
課
長
と
協
議
）
し
た
も

の
に
不
満
が
あ
れ
ば
、
各
課
と
も
再

折
衡
を
み
と
め
て
き
た
が
、
そ
れ
を

い
っ
ぽ
う
社
会
保
障
予
算
の
大
部
み
と
め
な
い
と
い
ろ
膜
状
な
方
法
で

出
来
あ
が
っ
た
も
の
が
厚
生
省
の
概

算
要
求
の
内
容
で
す
。

福
祉
き
り
つ
め

軍
事
費
は
増
額

　

鈴
木
首
相
は
施
政
方
針
演
説
で
二

Ｉ
世
紀
へ
の
足
か
た
め
で
あ
る
こ
と

を
強
押
〕
た
あ
と
、
「
ゆ
と
り
嵐

い
や
り
の
社
会
」
「
八
〇
年
代
は
人

生
八
〇
阻
の
時
代
に
そ
な
え
、
健
康
、

家
庭
、
教
育
、
住
宅
、
地
域
社
会
な

ど
各
般
の
問
題
に
あ
ら
だ
な
角
度
か

ら
取
り
く
む
」
必
要
性
を
説
い
て
い

ま
す
。
し
か
し
そ
の
こ
と
を
予
算
案

は
果
し
て
裏
付
け
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。
厚
生
省
予
算
の
対
前
年
度
伸
率

は
七
・
五
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
し
か

も
こ
れ
は
、
戦
後
三
番
目
に
低
い
伸

率
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年

す
で
に
社
会
砺
祉
軽
視
施
策
を
と
っ

て
き
た
こ
と
を
、
予
算
の
伸
率
は
示

し
て
い
ま
す
。
五
十
三
年
度
一
九
・

一
石
、
。
五
十
四
年
度
一
子
六
％
、

五
ト
五
年
度
七
・
九
％
と
い
う
状
況

を
み
る
と
き
「
ゆ
と
り
と
思
い
や
り

の
あ
る
社
会
」
と
は
、
誰
に
む
け
て

い
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

鈴
木
首
相
は
江
頭
記
者
匹
ｔ
見
こ

月
一
日
）
で
、
０
防
衛
大
綱
を
で
き

る
だ
口
早
く
達
成
し
た
い
＠
装
備
の

近
代
化
、
質
的
轄
備
に
重
点
予
算
配

分
そ
の
結
果
が
七
こ
ハ
％
＠
日
本
の

装
備
が
時
代
お
く
れ
で
は
有
事
の
と

き
に
円
滑
な
ｔ
ハ
同
行
動
が
と
れ
な
い

○
経
費
の
削
減
、
五
千
億
円
か
ら
六

千
億
円
＠
五
十
七
年
度
以
降
も
こ
う

し
た
姿
勢
で
財
政
再
建
を
は
か
る

（
読
売
、
日
経
）
と
の
べ
て
い
ま
す
。

国
際
障
害
者
年

の
1
0
年
計
画
を

　

こ
れ
は
憲
法
を
実
質
的
に
改
悪
す

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ

り
、
国
権
の
最
高
機
関
で
あ
る
国
会

軽
視
と
も
い
え
る
も
の
で
す
。
す
で

に
国
鉄
運
賃
・
料
金
改
宙
蚕
は
じ
め

郵
俸
料
金
の
法
ま
蔵
和
制
が
強
行
さ

れ
て
い
ま
す
。
さ
き
の
国
会
で
は
健

康
保
険
法
の
改
蓼
ご
併
行
し
て
保
険

料
金
の
法
蜜
緩
和
制
が
秘
そ
か
に
進

め
よ
う
と
し
た
が
阻
止
し
ま
し
た
。

　

五
十
六
年
度
予
算
で
軍
事
費
を
七

・
六
％
に
抑
え
た
と
は
い
え
五
十
七

恙
鼠
降
に
支
払
う
後
年
度
払
い
が

約
束
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
ま
も
っ

と
も
思
者
、
障
｀
暑
が
切
筆
７
る
の

は
国
連
決
議
に
も
と
ず
く
障
｀
暑
年

の
十
年
計
画
と
、
患
苔
の
医
瘤
多
』
福

祉
の
充
実
の
た
め
に
予
算
を
全
面
的

に
組
み
替
え
る
こ
と
で
す
。

　
　

（
こ
の
文
は
、
幹
事
会
で
の
討
議

を
も
と
に
、
編
集
部
が
ま
と
め
た
も

の
で
す
）
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（
単
位
・
百
万
円
）

【
厚
生
省
所
管
予
算
】

一
般
ふ
罫
八
、
七
六
四
、
二
四
七

前
年
度

　

八
、
一
四
九
、
四
七
五

増
加
順

　
　

六
一
四
、
七
七
二

対
剛
年
度
伸
び
率
一
〇
七
・
五
％

【
国
際
障
害
者
年
特
別
対
策
】

国
際
障
害
者
年
記
念
事
業
九
三
六

・
身
体
障
害
者
関
係

　

九
〇
八

　

①
国
際
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
交

　

流
セ
ミ
ナ
ー
の
開
1
1
②
国
際
障
害

　

者
年
記
念
全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ

　

ー
ツ
大
会
の
開
催
③
全
国
身
体
障

　

｀
暑
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

　

の
建
設
④
障
害
者
福
祉
功
労
者
大

　

臣
表
彰

・
心
身
障
寓
児
（
者
）
関
係
一
〇

　

者
相
談
員
設
置
費
⑦
国
立
身
体
障

　

害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ー
ノ
セ
ン

　

タ
ト
等
の
整
備
、
運
営
費

心
身
障
｀
見
（
者
）
対
策
の
充
実

　
　
　
　
　
　
　

二
Ｉ
四
、
三
三
四

　

①
心
身
障
害
発
生
予
防
対
策
の
充

　

実
②
心
身
障
害
児
（
者
）
施
設
地

　

域
原
育
事
業
費
③
精
神
屡
甥
者
通

　

所
溥
護
事
業
費

　

【
福
祉
に
関
す
る
基
盤
整
備
推
進
】

　

・
在
宅
老
人
福
祉
対
策
九
、
二
七
〇

　

・
在
宅
身
体
障
害
者
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　

五
二
、
一
一
〇

・
在
宅
心
身
障
害
児
（
者
）
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　

九
四
、
二
Ｉ
五

　

・
ボ
ラ
ン
テ
ぶ
加
動
等
の
推
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
五
五
五

心
身
障
冑
児
（
者
）
療
育
国
際
シ
・
家
嘔
探
健
（
母
子
保
健
）
対
策

　

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

・
精
神
障
害
者
関
係

　
　

一
〇

　

精
神
衛
生
国
際
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

・
戦
傷
病
者
関
係

　
　
　

八

　

戦
傷
病
者
相
談
員
特
別
研
修

身
体
障
害
者
対
策
の
充
実

　
　
　
　
　
　
　

九
三
、
五
二
八

　

①
「
障
｀
暑
福
祉
都
市
」
推
進
費

　

②
障
害
者
社
会
参
加
促
進
事
業
費

　

③
在
宅
障
害
者
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス

　

事
業
費
④
補
装
具
粉
付
費
⑤
日
常

　

生
活
用
具
綸
付
費
等
心
身
体
障
害

　
　
　
　
　
　
　

こ
Ｉ
、
三
二
〇

①
心
身
障
害
発
牛
予
防
対
策
②
妊

産
婦
等
の
健
康
管
理
の
充
実
③
母

子
医
療
対
策
の
強
化
（
小
児
慢
性

特
定
疾
恵
泊
療
研
究
・
対
象
範
囲

の
篁
〈
－
若
年
性
関
節
リ
ウ
マ
チ

の
通
院
治
療
）
④
地
城
母
子
保
健

事
業
の
推
進
⑤
家
器
盛
（
母
子

保
健
）
基
本
問
題
検
討
費

・
保
育
対
策

　

二
九
四
、
六
二
八

・
児
童
の
健
全
育
成
対
策

・
児
童
手
当
嗣
度
七
七
、
〇
二
五

　

手
当
月
額
（
市
町
村
民
税
所
得
割

　

非
課
秘
世
里
〈
千
五
百
円
↓
七
十

　

円
）
、
所
得
制
限
（
六
人
世
帯
・

　

四
九
七
万
円
↓
四
五
〇
万
円
）

・
母
穴
痔
婦
等
福
祉
対
策

　
　
　
　
　
　
　

一
八
二
、
八
〇
八

　

児
童
晋
尽
当
月
額
二
万
か
ｔ
三

　

百
円
↓
三
万
一
千
二
百
円
、
本
人

　

所
得
制
限
（
六
人
世
帯
）
狽
置

・
低
所
得
者
援
護
の
強
化

　
　
　
　
　
　
　

九
九
五
、
八
四
一

　

生
活
保
護
費
（
生
m
m
m
八

　

・
七
％
引
孝
上
げ
）
、
世
萱
更
生

　

資
金
（
貸
付
限
度
額
の
引
上
げ
、

　

貸
付
枠
の
杖
天
）

・
襲
意
祉
施
設
の
略
備
と
運
冒
改

　

善

　
　
　

六
六
、
七
〇
〇

　

【
保
健
冪
に
関
す
る
基
盤
整
備
の

　

推
進
】

健
康
づ
く
り
対
策
一
九
、
三
九
九

ふ
’
翻
を
通
じ
る
健
康
づ
く
り
の
推

　

進

　
　
　
　

一
七
、
二
三
六

　

・
健
康
づ
く
り
の
啓
発
普
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
、
一
六
三

槌
茫
ｉ
の
充
実

　

・
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ケ
ア
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
、
一
五
四

　

・
救
急
医
喬
対
策
一
五
、
三
〇
一

　

・
へ
壽
地
医
瘤
対
策
四
、
五
八
五

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
体
制
の
整
傭

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
九
七
四

五
、
四
八
五
特
殊
疾
病
対
策

・
小
児
医
療
対
策

　

一
、
八
四
二

・
Ｉ
塁
腎
策

　

一
て
九
二
六

・
が
ん
対
策

　
　

一
六
、
七
七
九

・
賢
不
令
専
対
策

　

五
、
九
一
五

・
難
病
対
策

　
　

四
八
、
〇
七
九

　
　

（
特
ま
嘆
息
！
屏
究
・
対
象
疾

　

患
２
１
疾
串
T
2
r
Ｏ
疾
患
）

・
脳
卒
中
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
対

　

策

　
　
　
　

六
、
五
七
〇

・
精
神
衛
生
対
策

　

一
、
三
六
〇

・
感
染
症
対
策

　
　
　

三
七
九

　

（
感
染
症
予
防
対
策
、
呼
灸
対
策

　

櫛
進
協
議
会
の
設
置
）

【
年
金
制
贋
の
改
善
と
サ
ー
ビ
ス
の

　

充
実
】

厚
生
年
金
、
船
員
保
険
及
ぴ
拠
出
制

国
民
年
金

・
物
価
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
給
付
改
善

　
　

（
昭
和
5
5
年
度
の
消
費
者
物
価
上

　

昇
率
に
応
じ
て
年
金
額
の
改
定
を

　

行
う
ト
5
5
年
度
物
価
上
昇
率
実
績

　

見
込
み
七
・
〇
％
）

・
厚
生
年
金
モ
デ
ル
年
金
月
額
（
三

　

十
年
加
入
、
夫
婦
）
ス
ラ
イ
ド
前

　

十
三
万
六
千
五
十
円
↓
ス
ラ
イ
ド

　

後
十
四
万
四
千
五
百
二
十
五
円

・
国
民
年
金
年
金
額
（
二
十
五
年
加

　

入
ふ
儲
・
付
加
年
金
）
月
額
九

　

万
四
千
円
↓
九
万
南
竿
八
百
八
十

　

四
円
、
十
年
年
金
額
・
月
額
二
万

　

六
千
五
百
五
十
円
↓
二
万
八
千
四

　

百
八
円

　

険
5
6
年
一
月
、
国
民
年
金
5
6

　

年
丿
月

福
祉
年
金

・
年
金
額
の
引
上
げ
（
5
6
年
８
月
）

　

老
｀
稽
祉
年
金
月
額
二
万
二
千

　

五
百
円
↓
二
万
四
ｔ
円
（
扶
奮
義

　

務
者
の
収
入
が
六
百
万
円
－
六
人

　

世
帯
ト
以
上
の
場
合
・
二
万
三
千

　

円
）
、
障
ｉ
ｌ
ｌ
祉
年
金
（
一
級
・

　

月
額
）
三
万
三
千
八
百
円
↓
三
万

　

六
千
円
、
（
二
級
・
月
額
）
二
万

　

二
千
五
百
円
↓
二
万
り
↑
円
、
に

　

子
・
串
母
子
福
祉
年
金
月
額
二

　

万
＆
万
一
百
円
↓
三
万
一
千
二
百

　

円
・
所
得
制
限
（
本
人
）

　

老
齢
支
給
停
止
率
維
持
（
二
人

　
　

世
帯
二
一
六
万
四
千
円
↓
二
二

【
労
働
省
所
管
予
算
】

一
般
］
訂

　

四
九
八
、
九
九
八

労
働
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　
　

三
、
〇
四
二
、
五
〇
〇

一
磐
罫
社
屋
圧
一
〇
「
四
％

【
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
高
年
齢

者
対
策
の
着
実
な
推
進
】

　
　
　
　
　
　
　
　

八
六
、
三
〇
九

　

【
国
際
障
害
者
年
を
契
機
と
す
今
心

身
障
害
者
対
策
の
積
極
的
推
進
】

　
　
　
　
　
　
　
　

一
七
、
四
九
三

・
実
施
時
期
厚
生
年
金
・
船
員
保

　

身
体
障
憲
最
用
率
達
成
指
導
の

　
　

六
万
六
千
円
）

　

障
害
実
質
改
善
（
二
人
世
帯
二

　
　

Ｉ
六
万
り
ｔ
円
↓
三
百
万
円
）

　

に
子
児
童
扶
養
手
当
と
同
様

　

（
二
人
世
帯
三
六
一
万
円
据
置
）

・
扶
奮
義
務
者
所
得
制
限

　
　

六
人
世
帯
八
七
六
万
円
据
雌

　
　
　
　
　
　
　

（
以
下
省
略
）

　

強
化
、
医
療
か
ら
社
会
裂
帰
ま
で

　

の
一
貫
し
た
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

　

シ
ョ
ン
施
設
の
設
置
構
想
の
推

　

進
、
国
際
ア
ビ
リ
ン
ピ
ヴ
ク
の
開

　

興
言

　

【
産
業
構
造
の
変
化
等
に
即
応
す
る

総
合
的
な
雇
用
対
策
の
展
開
】

　
　
　
　
　

一
、
三
一
七
、
八
一
九

【
ゆ
と
り
あ
る
職
業
生
活
と
安
全
な

労
働
環
境
の
実
現
の
た
め
の
施
策
の

推
進
】

　
　

八
四
五
、
四
八
六

　

労
働
災
害
防
止
対
策
の
推
進
な
ど
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わ
が
會
と
Ｈ
９
　
寂
９
　
算

患
者
の
高
齢
ヒ
こ
対

　

き
び
し
い
情
勢
の
中
で
、
全
思
協
は

註
猟
叫
難
川
い

五
十
六
年
度
政
忖
予
算
案
は
国
家
を
あ
げ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

の
財
政
再
建
を
理
由
に
、
社
会
保
障

　

厚
生
省
の
総
予
算
額
が
前
年
比
七

費
、
老
人
医
療
の
有
料
化
や
福
祉
切
・
五
％
増
に
対
し
、
国
立
病
院
、
国

附
捨
て
、
ま
た
文
教
凹
慟
予
算
等
を
立
原
蚕
所
全
体
の
伸
び
率
は
六
・
七

圧
縮
し
た
緊
縮
予
算
が
昨
年
末
に
閣
％
で
、
ハ
氏
病
療
養
所
関
係
予
算
は

議
決
定
し
ま
し
た
。
歳
入
の
面
で
は
永
年
低
い
伸
び
で
あ
っ
た
が
五
十
六

各
種
公
共
料
金
の
値
上
げ
と
増
税
、
年
度
予
算
の
伸
び
率
は
、
八
こ
二
％

更
に
波
｀
す
る
諸
物
価
へ
の
高
騰
と
と
国
病
、
国
療
の
伸
び
率
を
上
ま
わ

厚生大臣秘書に要諦する全患連代表ら（12月23日）

つ
た
こ
と
は
異
例
の
こ
と
で
す
。

　

全
患
協
運
動
の
漬
み
重
ね
で
厚
生

省
、
大
蔵
省
が
ハ
氏
病
に
対
す
’
八
傑

い
理
解
と
多
く
の
成
人
病
、
疾
病
患

者
の
介
助
、
加
え
て
入
所
思
酋
の
平

均
年
齢
が
六
卜
歳
と
高
齢
化
し
、
医

m
並
び
に
必
要
な
ｎ
護
婦
、
医
療

セ
ン
タ
ー
施
設
驚
嶼
ｚ
笛
居
し
認

め
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の
復
活
行
動

は
晟
後
ま
で
頑
張
り
柵
け
て
、
重
点

要
求
も
実
現
さ
す
る
な
″
に
成
果
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

概
算
要
求
の
段
階
で

　

黙
殺
の
切
実
な
要
求

　

全
国
心
臓
病
の
子
供
を
守
る
会

　

昭
和
五
十
六
年
度
の
政
府
や
算
案

の
中
の
心
瞰
病
児
者
に
関
す
る
部
分

は
、
殆
ん
ど
か
前
年
度
並
、
横
這
い

と
い
っ
た
状
況
で
、
新
規
施
策
は
何

ひ
と
つ
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　

全
国
心
臓
病
の
子
供
を
守
る
会

は
、
心
瞰
病
と
い
ろ
重
荷
を
負
い
な

が
ら
生
き
る
人
々
へ
の
国
の
施
策
の

拡
充
を
求
め
て
、
五
土
八
年
度
予
算

に
対
し
て
£
医
療
、
福
祉
、
教
育
、

仕
事
な
ど
に
つ
い
て
、
四
十
七
項
目

に
の
ぼ
る
要
求
を
提
出
し
て
い
た
。

し
か
し
こ
れ
ら
は
概
算
要
求
の
段
階

で
、
す
で
に
黙
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
’
μ
債
向
は
、
こ
こ
何
年

か
続
い
て
い
る
。
正
に
、
新
規
施
策

は
行
な
わ
ず
、
横
這
い
と
い
う
惑
の

福
祉
切
り
下
げ
で
あ
る
。

　

そ
の
う
ぇ
、
増
税
、
公
共
料
金
の

値
上
げ
の
嵐
が
吹
浙
荒
れ
る
。

　

福
祉
と
軍
富
費
の
伸
び
乖
の
逆
転

の
中
に
、
言
い
知
れ
ぬ
恐
ろ
し
さ
と

冷
め
た
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
予
ｇ

案
と
い
え
る
。

　

結
核
医
療
費
の
公
費

　

優
先
を
存
続
さ
せ
る

　
　

日
本
患
者
同
盟

　

日
思
同
盟
は
、
五
十
六
年
度
吃
村

予
算
要
求
中
央
行
動
に
全
思
連
の
協

力
を
え
る
な
か
で
、
昨
年
同
様
に
結

棺
医
寮
公
費
の
存
続
を
認
め
さ
せ
る

な
ど
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
成
果
を
あ
げ

ま
し
た
。

　

①
結
核
医
原
費
が
公
智
優
先
で
四

百
土
八
億
円
を
く
ま
せ
た
②
結
核
の

呼
吸
器
障
害
者
の
対
策
と
し
て
、
結

核
管
理
研
究
調
査
費
が
新
た
に
千
二

百
万
円
を
予
算
化
さ
せ
た
③
国
立
病

院
・
原
麦
所
の
給
食
純
材
料
費
一
人

一
日
七
〇
六
円
か
ら
七
四
〇
円
に
増

額
さ
せ
、
民
間
病
院
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
る
ぷ
生
活
保
護
費
を
四
月

か
ら
八
・
七
％
引
き
上
げ
さ
せ
、
ま

た
厚
生
年
金
、
国
民
年
金
も
石
千
引

き
上
げ
（
見
込
み
七
％
）
さ
せ
た
⑤
邪
駅
か
。

脳
卒
中
対
策
費
と
し
て
六
五
億
七
千

万
円
、
理
学
原
法
ト
民
間
養
成
所
に

千
三
百
万
円
を
予
算
化
⑥
難
病
対
策

費
（
対
象
疾
串
姿
２
１
か
ら
2
5
に
拡
大
）

二
十
八
億
百
万
円
－
な
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

働
く
者
を
守
る
責
任

　

放
費
の
労
働
省
予
算

　

全
国
交
通
労
働
災
害
対
策
協
議
会

　

五
七
〈
年
度
労
働
省
予
算
は
大
ま

か
に
い
え
ば
、
全
体
の
予
算
か
三
兆

五
千
六
百
億
円
で
、
こ
の
う
ち
一
般

ふ
評
が
四
千
九
百
九
１
　
億
円
、
労
働

保
険
が
三
兆
四
百
一
一
ト
五
億
円
。
労

働
保
険
と
い
う
の
は
雇
用
保
険
と
労

災
保
険
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
経
営

者
か
ら
の
拠
出
に
な
っ
て
い
て
、
国

が
出
し
て
い
る
の
が
約
五
千
億
円
で

全
体
の
七
分
の
一
で
し
か
な
い
。

　

わ
ず
か
な
一
般
乙
評
の
中
で
、
現

在
の
労
働
行
政
と
し
て
行
な
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
多
く
、
当
然

足
り
な
い
わ
け
で
あ
る
。
本
来
、
国

が
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
分

野
、
例
え
ぼ
蛮
防
止
等
で
は
労
働

保
険
か
ら
予
算
を
導
人
し
て
ま
か
な

っ
て
い
る
。
労
働
省
は
、
働
く
者
を

護
る
役
を
は
た
さ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
の
に

そ
の
経
費
の
大
半
が
鋒
営
陣
か
ら
出

て
い
る
と
す
れ
ば
、
働
く
者
を
護
る

力
に
な
手
心
が
加
わ
る
と
思
う
の
は

　
　

訪
‐
不
令
対
策
”
で

　

な
く
腎
疾
忠
対
策
を

　

全
国
腎
臓
病
忠
者
連
綿
協
！
〃

　

こ
こ
数
年
の
「
茸
（
全
対
策
食
）

は
、
そ
の
大
部
分
を
し
め
る
人
工
透

析
医
療
費
（
更
生
医
療
・
育
成
医
療

費
）
を
啄
く
と
、
腎
臓
移
植
推
進
の

た
め
の
予
算
が
中
心
で
す
。

　

こ
と
し
私
例
外
で
は
な
く
、
総
額

五
１
　
九
億
九
百
万
円
の
う
ち
人
工
透

析
医
療
費
が
五
十
六
億
一
千
二
百
万

円
で
、
一
一
億
四
１
　
百
万
円
が
腎
移
植

の
椎
涵
（
腎
移
植
セ
ン
タ
ー
・
国
立

佐
倉
病
院
終
費
、
地
方
腎
移
植
施
設

の
幣
備
、
腎
提
供
者
確
侭
警
、
無

菌
不
術
窒
の
轄
両
な
ど
）
に
あ
て
ら

れ
て
い
ま
す
。
人
工
腎
臓
の
轄
備
賛

は
国
立
療
養
所
へ
の
五
千
六
百
万
円

だ
け
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
施
策
の
拡

充
を
望
む
こ
と
は
当
然
と
し
て
、
さ

ら
に
国
公
立
医
療
機
関
で
の
夜
間
透

析
の
実
施
、
慢
性
腎
炎
・
ネ
フ
ロ
ー

瓦
器
扉
な
ど
人
工
凍
斑
以
外
の
腎

臓
炳
の
医
療
費
公
費
負
担
の
実
現
、

国
立
腎
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
も
含

む
多
く
の
「
腎
疾
患
対
策
」
を
要
求

し
て
い
求
す
が
、
厚
生
省
が
「
m

全
対
策
」
の
枠
か
ら
出
よ
う
と
し
な

い
こ
と
は
、
思
者
に
と
っ
て
も
国
民

に
と
っ
て
私
残
命
な
こ
と
で
す
。
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厚
年
の
事
後
重
症
五
年
は
矛
盾

現
況
届
は
誕
生
月
に

　

障
｀
犀
金
改
止
を
す
す
め
る
会
で

は
一
月
十
日
、
社
会
保
険
庁
業
務
課

と
新
年
は
じ
め
て
の
厚
生
年
金
の
障

害
年
金
な
ど
に
つ
い
て
の
交
肺
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。

社
会
保
険
庁
業
務
課
と
交
渉

　

こ
の
交
渉
に
は
吉
本
会
長
、
上
田
、

古
川
両
副
会
長
と
佐
々
木
事
務
局

長
、
前
田
幹
事
、
互
療
会
の
代
表
、

渡
辺
湾
日
患
同
盟
年
金
専
門
委
員
長

が
参
加
し
、
社
会
保
険
ぼ
栗
務
課
か

社会保険庁業務課と交渉する障吝年金改正をすすめる会代表

障害年金改正
をすすめる会

ら
は
巨
野
沢
専
問
官
ら
三
名
の
専
門

官
と
寺
本
管
卸
値
長
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

年
金
改
止
を
す
す
め
る
会
代
表
は

０
昨
年
七
月
に
行
な
っ
た
現
況
届
の

裁
定
状
況
と
特
徴
ｅ
五
十
五
年
法
改

正
後
の
と
り
く
み
＠
廃
疾
認
定
基
準

に
な
い
障
害
、
疾
病
の
認
定
基
準
Ｏ

事
堡
昌
些
五
年
の
撤
廃
＠
今
年
度
よ

り
か
ね
る
現
況
届
の
誕
生
月
方
式
の

と
り
あ
つ
か
い
＠
文
書
科
の
保
険
給

付
－
な
ど
に
つ
い
て
社
会
保
険
庁
業

務
課
の
見
解
と
改
善
を
求
め
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
事
項
は
す
す
め
る
会

の
事
務
局
か
ら
菓
務
謀
に
事
前
に
予

告
し
て
お
き
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
吉
本
会
長
か
ら
「
新
年
早

々
で
す
が
、
す
す
め
る
会
に
参
加
し

て
い
る
多
く
の
会
員
が
、
こ
と
し
か

ら
は
じ
ま
る
国
際
障
｀
暑
年
に
あ
た

忽
塁
犀
金
改
善
に
よ
せ
る
期
待
が

大
き
い
こ
と
を
魯
頭
に
お
い
て
、
誠

意
あ
る
回
答
を
ボ
し
て
ほ
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
日
野
沢
冑
門
官
は

０
現
況
届
の
裁
定
状
況
は
目
下
集
計

中
で
、
そ
の
結
果
は
後
日
説
明
す
る

ｅ
旧
法
を
薪
法
の
集
準
に
お
き
か
え

た
の
で
、
旧
法
の
等
級
の
ま
ま
新
法

の
等
級
に
よ
る
障
声
作
一
金
の
支
袷
が

受
け
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
未
固
定
の

場
合
に
は
今
後
の
現
況
届
の
際
に
、

新
法
に
よ
る
等
級
の
変
更
が
行
な
わ

れ
る
。
ま
た
、
旧
法
に
よ
る
障
害
年

金
の
受
胎
者
の
う
ち
、
旧
法
の
一
一
級

に
該
当
す
る
人
が
死
亡
し
た
場
合
、

従
来
、
遺
族
年
金
型
又
給
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
が
、
改
正
後
は
こ
れ
ら
の

人
を
新
法
の
障
害
等
級
に
置
き
か
え

る
こ
と
に
し
た
の
で
、
新
法
の
一
級

ま
た
は
二
級
に
該
漫
太
夫
が
死
亡

し
た
場
合
、
こ
れ
ま
で
支
給
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
遺
族
年
金
を
支
給
す
る

こ
と
に
し
た
③
認
定
要
領
に
な
い
疾

病
の
認
定
は
専
門
医
師
の
意
見
を
聞

い
て
、
現
行
の
要
領
に
準
じ
て
裁
定

し
て
い
る
ぶ
事
鯵
心
症
五
年
の
撤
廃

は
検
討
し
て
い
な
い
Ｉ
な
ど
と
回
答

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
代
表
か
ら
「
現
況

届
に
も
と
づ
く
支
給
停
止
三
年
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
な
い
の
か
」
と

い
う
賢
問
に
つ
い
て
は
「
検
討
し
て

い
な
い
」
と
回
答
が
あ
り
、
両
者
で

論
議
の
応
酬
が
あ
り
ま
し
た
。

　

代
表
か
ら
は
、
難
病
の
な
か
に
は

網
膜
色
素
窟
琉
の
よ
う
に
症
状
が

悪
化
す
る
ま
で
艮
期
に
わ
た
る
場
合

に
は
、
事
泌
策
症
五
年
で
は
有
効
な

慰
置
が
と
れ
な
い
、
ま
た
支
給
停
止

三
年
間
に
治
タ
し
労
働
能
力
が
回
復

す
る
慢
性
腎
炎
や
肝
炎
な
ど
で
、
三

年
後
に
病
状
が
悪
化
し
労
働
能
力
が

号
笛
ハ
し
て
４
≫
ｆ
ｆ
ｌ
憬
金
が
非
該
当

に
な
る
の
は
矛
盾
が
あ
る
。
国
民
年

金
に
は
事
後
Ⅲ
症
五
年
と
い
急
底

国
際
障
害
者
年
の
統
一
要
求
を
協
議

は
な
い
、
医
療
法
で
は
カ
ル
テ
の
保

存
期
間
が
五
年
で
あ
り
制
度
が
ち
が

う
と
ど
ラ
し
て
扱
い
が
ち
が
う
の
か

な
ど
と
問
い
質
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
業
務
課
で
は

三
月
ま
で
に
検
討
し
て
回
答
す
る
と

約
束
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
現
況
届
方
式
牽
今
年
か

ら
誕
生
日
に
か
え
る
こ
と
に
関
連
し

て
、
六
月
ま
で
の
誕
生
日
に
該
当
Ｔ

る
者
は
今
年
は
現
況
扁
を
提
出
し
な

く
て
も
よ
く
、
七
月
以
降
の
誕
生
月

の
者
は
提
出
す
る
、
こ
れ
に
つ
い
て

の
通
知
を
芒
く
出
す
、
文
轡
料
に
つ

い
て
は
従
来
ど
お
り
変
更
は
な
い
な

ど
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

代
表
は
、
今
後
も
ひ
き
つ
づ
堡
父

渉
を
行
う
こ
と
を
暗
認
し
て
こ
の
日

の
交
渉
を
終
え
ま
し
た
。

大
会
方
針
の
具
体
化
め
ざ
す

　

令
恵
連
は
一
月
二
上
日
、
東
京

都
障
害
者
福
祉
ふ
扇
で
第
三
十
同
幹

事
会
を
開
き
ま
し
た
。
こ
の
幹
事
会

は
大
会
後
は
じ
め
て
開
か
れ
た
も
の

で
、
上
田
、
長
両
代
表
幹
事
ら
役
員

八
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

幹
事
会
で
は
、
健
保
法
、
郵
便
法

m
皮
対
行
動
、
予
算
復
活
要
求
行

動
な
ど
夭
会
後
の
活
動
と
会
計
報
告

が
行
な
わ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
事
務
局
か
ら
、
大
会
方

針
の
具
体
化
、
年
間
活
動
日
程
、
国

際
障
害
茜
年
に
対
す
る
統
一
要
求
、

ふ
罫
監
査
の
補
充
と
曾
貝
の
任
務
分

担
、
行
動
費
支
給
規
程
の
新
設
、
日

本
医
療
社
会
事
業
協
会
と
の
交
流
な

連
会
患
事
全
幹

ど
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
討
議
の
の
ち
必
要
な
方
針
を
決
め

ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
国
際
障
｀
署
年
に
む

け
て
の
統
一
要
求
は
各
団
体
で
検
討

し
事
務
局
で
ま
と
め
る
こ
と
、
ふ
詳

一
署
を
青
木
七
郎
氏
（
全
有
協
）
と

す
る
こ
と
も
確
鄙
に
Ｉ
ま
し
た
。
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全
国
民
生
・
衛
生
主
管

部
局
長
会
議
を
ひ
ら
く

厚
生
省

　

１
月
2
2
・
2
3
日

　

全
国
民
生
ヱ
管
部
局
長
と
衛
生
主

管
部
局
長
会
議
が
一
月
二
十
二
、
二

十
三
日
の
両
目
厚
生
省
講
堂
で
開
か

れ
ま
し
た
。
こ
の
会
議
に
は
園
田
厚

生
大
臣
、
八
木
事
務
次
戮
石
野
保

然
ｍ
菅
を
は
じ
ぬ
厚
生
省
側
が
ら

全
局
艮
、
部
長
、
審
議
官
、
各
課
長

ら
が
出
席
し
ま
し
た
。
都
週
府
県
側

か
ら
は
衛
生
環
保
、
保
険
、
民
生
局

長
、
部
長
ら
が
出
屑
し
ま
し
た
。
会

議
で
は
五
十
六
年
度
の
厚
生
行
政
の

大
綱
と
重
点
及
び
指
示
事
項
が
お
こ

な
わ
れ
、
各
都
道
府
県
は
こ
の
大
綱

に
そ
っ
て
行
政
と
予
算
案
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

新
年
度
予
算
案
に
よ

る
厚
生
省
基
本
方
針

示
す

　

こ
の
会
議
は
例
年
ひ
う
か
れ
る
も

の
で
す
が
、
国
会
で
政
四
の
一
般
面

政
方
針
演
説
が
行
な
わ
れ
る
前
に
開

く
の
は
、
五
十
六
年
ぼ
予
算
｀
貯
案

や
、
各
種
の
法
律
案
の
改
正
が
議
決

成
立
す
る
こ
と
を
蓄
穏
し
た
も
の

で
す
。

　

し
か
も
年
ご
と
に
指
示
事
項
が
多

く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
、
地
方

自
治
の
理
魚
を
侵
す
も
の
と
も
い
え

中
央
集
樋
化
の
強
化
を
反
映
す
る
も

の
で
す
。

　

両
主
管
部
局
長
会
議
に
は
厚
生
省

側
か
ら
夭
臣
、
次
寫
保
険
庁
長
官
、

審
議
官
、
部
長
、
各
課
長
ら
約
百

人
以
上
も
出
席
し
て
い
ま
す
。
こ

の
会
議
の
あ
と
保
険
、
年
金
主
管
課

長
会
議
か
一
月
二
十
七
日
に
ひ
ら
か

れ
、
二
月
十
八
日
に
は
公
衆
衛
生
主

管
経
長
会
議
、
二
月
下
旬
に
は
社
会

局
キ
暫
課
長
会
議
、
三
月
中
旬
に
は

医
務
局
主
管
課
長
会
議
と
国
立
病

院
、
療
養
所
長
会
議
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
会
議
を
通
じ
政
府
の
基
悟
予
防
対
策
、
④
伝
染
病
予
防
対
策

本
方
針
と
と
も
に
。
厚
生
行
政
の
幕
本
⑤
精
神
術
生
対
策
、
⑥
難
病
対
策

涙
ぶ
不
さ
れ
、
急
一
肩
県
は
予
算
（
Ｂ
型
肛
灸
対
策
の
推
進
＝
新
規
）
、

案
や
条
例
の
改
廃
の
作
業
に
本
格
的
指
示
事
項
の
な
か
で
、
五
十
六
年
度

に
と
り
く
む
爾
想
作
り
の
素
案
と
し
公
衆
衛
生
指
導
監
督
の
強
化
（
精
神
、

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

結
核
、
原
爆
医
療
法
及
ぴ
雁
曝
特
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

櫛
置
法
に
か
こ
ず
く
各
種
乖
潟
の
支

　

国
際
障
害
者
年
重
視

　

給
な
ど
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
医
務
局
▽

　

指
導
・
監
査
も
強
化

　
　

①
地
城
医
療
の
推
進
ヽ
②
へ
膏
延

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

医
瘤
対
策
、
③
腎
不
全
対
策
、
④
衛

　

両
主
管
部
局
長
会
議
で
厚
生
省
の
生
検
査
所
雲
疆
義
務
化
、
④
臨
床

主
な
連
絡
や
指
示
事
項
の
う
ち
、
特
検
査
技
師
法
の
改
正
、
⑤
理
学
療
法

撃
と
し
て
次
の
こ
と
か
あ
げ
ら
れ
ま
十
等
養
成
施
設
の
略
備
、
⑥
歯
科
疾

す
。

　
　
　
　
　
　
　

単
冥
想
調
責
⑦
看
護
職
員
確
保
対

　

特
徴
と
し
て
は
、
①
国
際
障
害
者
策
な
ど
を
重
点
と
し
て
い
ま
す
。
指

年
の
初
年
家
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
導
監
査
で
は
①
衝
生
検
査
所
に
対
し

社
会
局
艮
の
説
明
時
間
は
、
一
三
〇
て
、
②
医
療
関
係
者
法
令
の
濯
守
を

分
と
他
の
局
長
の
二
倍
強
、
②
産
ほ
］
あ
げ
て
い
ま
す
。

冨
十
見
病
院
事
件
、
京
都
の
双
岡
精

　

〈
社
会
局
Ｖ

神
病
院
問
題
な
ぶ
破
荒
廃
に
批
判

　

指
示
事
項
と
し
て
①
民
間
襲
扁

か
集
中
し
て
:
;
ｋ
掛
り
で
も
あ
妁
医
祉
活
動
に
つ
い
て
、
②
社
会
福
祉
法

務
局
長
の
説
明
時
間
も
漏
‥
）
分
と
な
人
の
指
導
監
督
に
つ
い
て
、
③
生
活

っ
て
い
ま
す
。
③
｀
署
、
指
導
強
化
保
護
制
度
に
つ
い
て
、
④
身
体
障
害

が
公
衆
衛
生
、
社
会
、
保
険
局
長
の
福
隔
祉
行
政
の
運
営
に
つ
い
て
、
と

説
叩
」
指
示
で
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
く
に
国
際
障
害
者
年
へ
の
対
応
に
重

　

各
局
の
主
な
凛
蕗
と
指
示
の
う
ち
点
⑤
災
寓
仮
助
乃
び
社
会
福
祉
施
設

公
衆
衛
生
局
。
医
務
局
、
吐
会
局
の
の
防
災
対
策
、
⑥
老
人
福
祉
対
策
の

重
点
と
指
示
事
項
に
つ
い
て
あ
げ
て
推
進
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で

み
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

は
と
り
わ
け
ね
た
き
吋
老
人
短
期
事

　

Λ
公
衆
衛
生
局
▽

　
　
　
　

業
や
、
家
畜
疋
員
対
策
を
あ
げ
、

　

重
点
と
し
て
①
原
嘩
障
害
対
策
、
生
き
が
い
対
策
の
充
実
を
指
碑
に
）
て

②
国
民
の
健
康
づ
く
時
爵
策
、
③
結
い
ま
す
。
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【

１ ２
月
】

▼
１
日
厚
生
省
は
五
十
四
年

末
の
医
療
施
設
調
査
・
病
院
報

告
概
況
を
ま
と
め
発
表
し
た

病
院
数
は
八
千
八
百
、
一
般
診

療
所
は
七
万
六
千
七
百
三
十
。

一
日
平
均
在
院
畳
温
ほ
百
三

万
六
千
六
百
四
十
七
人
、
一
日

平
均
外
来
患
者
数
は
百
三
十
七

万
乙
す
二
百
九
十
二
人
な
ど

▼
６
日
厚
生
省
、
「
医
療
相

談
コ
ー
ナ
ー
」
の
第
一
次
集
計

を
発
表
。
相
談
費
ほ
八
日
聞
で

三
千
七
百
七
十
六
人
で
七
五
・

九
％
は
雷
話
に
よ
る
も
の

▼
６
日
失
対
制
度
調
査
研
究

委
員
会
は
「
失
対
事
業
は
基
本

的
に
終
宛
を
図
る
べ
き
」
と
の

墾
甚
労
相
に
提
出
し
た

▼
１
１
日
原
爆
被
曝
者
対
策
基

本
問
題
懇
談
会
が
、
「
公
平
の

原
則
を
必
。
虞
し
つ
つ
必
要
″
臓

則
を
重
視
し
た
対
策
を
膚
ず
」

な
ど
の
「
原
爆
被
曝
者
対
策
の

基
本
理
念
お
よ
び
基
本
的
在
り

方
に
つ
い
て
」
厚
相
に
答
申

▼
1
2
日
社
保
制
審
［
老
人
保

健
医
麿
対
策
に
つ
い
て
］
の
意

見
轡
を
厚
相
に
提
出

▼
1
6
日
「
医
療
相
談
コ
ー
ナ

ー
」
の
第
二
次
集
計
発
表
、
2
5
日

に
第
三
次
集
計
奮
発
表

▼
1
9
日
身
体
障
害
者
雇
用
審

議
会
が
身
障
者
曝
用
納
付
金
制

度
に
も
と
づ
く
助
成
金
制
度
の

改
善
に
つ
い
て
の
意
見
書
を
労

相
に
提
出
し
た

▼
2
2
日
昭
和
5
6
年
度
予
算
内

示▼
2
4
日
昭
和
5
4
年
度
国
民
健

康
調
査
結
果
を
厚
生
省
発
表
。

国
民
九
・
一
人
に
一
人
が
男
気

に
か
か
っ
て
い
る
な
ど
。

▼
2
5
日
厚
生
省
、
暴
力
団
と

の
関
係
で
問
題
に
な
っ
た
国
立

熱
海
病
院
の
渡
辺
第
一
外
科
医

長
（
懲
戒
免
職
）
ら
を
処
分

▼
2
9
日
昭
和
5
6
年
度
予
算
政

府
案
閣
議
決
定
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第６２号 (第三種郵便物認可) か

全国患者団体連絡協議会加盟組織

〈互斎会〉

〒105港区西新橋３一15-lC原色版印刷内

　　　

會0 3 (433) 16 4 1

〈全国交通労働災害対策協霞会〉

〒171吸血ヌ西池袋１－４－５

　　　

･ 03 (982) 7361

ぐ全国腎●病愚者連絡協霞愈

〒161断宿区下落合3-15-29田沼ビル（第二）

　　　

≪0 3 (952) 5340

〈全国心臓病の子嘔を守る会〉

〒101 F･代田区神田北乗物町17北東ピル

　　　

會０３ (256) 8 4 2 4

唯唯ハンセン氏病愚者協議会》

〒189東村山市青葉町4－1－10

　　　

會W23 (94) 15 7 1

（全国職集性有害物障害愚者協議会〉

〒105港区内新橋2－2ト５

　　　

會０３し133'2 0 8 2

《日本愚者同盟》

〒180-04溝板市松山2-13-12

　　　

･0424 (91) 0058

《慢性一酸化雌中毒愚者会》

〒151渋谷区千駄ヶ谷1-31-5代々木病笏内

　　　

≪O493 (24) 1 2 93後藤宛

ん じ や と 医 療
１ ９ ８ １年２月１日

　

日
弁
連
第
二
ト
。
二
回
人
様
擁
護
大

会
で
「
健
康
権
」
が
正
面
か
ら
取
り

上
げ
ら
れ
て
、
は
じ
め
て
「
健
康
権
」

宣
l
l
n
r
-
Ｒ
発
表
さ
れ
た
と
の
本
誌
記
事

に
恢
し
。
た
い
へ
ん
意
を
強
く
し
て

い
ま
す
。

　

青
森
県
腎
友
会
と
し
て
も
。
健
康

権
」
に
つ
い
て
は
以
前
な
り
考
え
て

い
た
問
題
で
し
た
が
、
ま
だ
は
っ
き

り
と
し
た
寥
じ
て
ま
と
ま
り
が
つ

い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
町

に
本
誌
で
報
道
さ
れ
た
「
健
康
権
」

の
宣
。
言
は
、
非
常
に
考
え
る
と
こ
ろ

の
名
い
宣
言
で
し
た
。

　

当
会
に
お
い
て
も
本
格
的
な
取
り

組
み
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
本
誌
で
報
道
さ
れ
た
宣
言
発
表

の
い
き
さ
つ
や
そ
の
背
景
に
つ
い
て

の
只
体
的
な
資
料
、
詳
細
を
で
き
る

か
ぎ
り
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

ご
多
忙
の
と
こ
ろ
恐
縮
で
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

【
嘔
務
局
よ
り
Ｉ

　

青
森
県
腎
友
会
に
は
早
速
資
料
を

送
付
し
ま
し
た
。
資
料
を
ご
希
望
の

方
は
左
記
に
お
問
い
鳶
せ
く
だ
さ

　

振
替
口
座
新
設

　

昨
年
の
大
会
で
全
思
連
事
務
局

が
日
患
同
盟
か
ら
全
腎
協
に
変
更

に
な
っ
た
こ
と
は
本
誌
と
で
す
で

に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
そ
れ

に
と
も
な
い
郵
便
振
放
‥
□
唄
と
銀

行
口
座
を
新
収
し
ま
し
た
。

　

分
担
金
の
納
入
、
機
関
誌
購
読

名
称
全
国
患
者
団
体
連
絡
協
議
会

四
ヤ
○
二
二
〇
一
一
一

　
　
　
　

ｉ
”
“
｀
”
一

料
の
納
入
な
ど
は
こ
の
口
座
を
ご

利
ｍ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
誌
代
木

納
の
方
は
至
急
納
入
く
だ
さ
い
。

郵
便
振
替
口
座

　

刺
余
ヤ
三
六
七
言
ハ

銀
行
口
座

　

協
和
銀
行
目
［
支
店
（
ｔ
ｊ
）

日
本
弁
護
十
連
合
会

へ
６
Ｃ

千
代
田
区
霞
が
関
一
－
一
－
一

　

雷
居
・
五
八
〇
ト
九
八
四
一

ト

”
’
青
森
県
腎
友
会

（８

「
健
康
権
」
宣
言
｝

･－
共

感

医療福祉やこれと関連深い分野の現場で実際に相,淡

活動に携っている方々の川司執筆により，多くの乍

例を通していりくんだ諸制度をわかりやすく解脱。

さまざまな法制度を駆使して心占家族のかかえる哺

々の社会問題の解決をはかるための格好の指針.'lo

〔内容〕婦人・けr･の柚祉／児収の福祉／生活・職業の

似障／医凍の保障／災占の補償／身体F叫琴占の福祉／精

神障害者の福祉／包'人の福M／法律・雌孵などの相談

き(03)379-3861振替東京7-23057

事例を通して複雑な諸制度を解説した待望の指針書／

●児島美都子・大野勇夫
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